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APPLICATION NOTE

Multisizer 4eを用いた
二枚貝の育成繁殖のための分析

はじめに：孵化場で粒子カウントが必要となる理由

「私たちは飼料として使用している水源中の藻類、細菌、懸濁した細粒堆積物が混じり合ったものの粒子数を測定しています。
私たちが育てているイガイはろ過摂食者（フィルタフィーダー）であり、適度な大きさのものであれば何でも捕食します。若い
イガイは水管が 8 µm未満であるため、その大きさより小さい飼料を与えなければなりません。」と、米国魚類野生生物局サン
マルコス水生資源センター（San Marcos Aquatic Resources Center, US Fish & Wildlife Service）の Josh Abel氏
は述べました。

この目的で行われた初期の分析研究は主に顕微鏡法を用いて行われましたが、時間がかかり、主観的で、エラーを起こしやすい
ことが分かりました。コールター原理を採用した装置を用いることによって、飼料のサイズと濃度の両方についてかなり正確に検
証できるという点で大きく前進しました。このアプリケーションで導入された実績から、Multisizer 4eは、摂取する飼料のサイ
ズと濃度のモニタリングに最適な分析装置です。さらに、Multisizer 4eは淡水イガイの生産量向上に役立っています。以下に
示す図 1のグラフは、効率的なイガイ繁殖のために必要となる食料源である藻類（植物プランクトン）（上述したように 8 µm未満）
の限界粒子径や濃度分布の一例です。これらの測定をベックマン・コールターのMultisizer 4eで実施したところ、わずか 60
秒で結果が得られました。他の方法（顕微鏡／血球計）では以下に示す測定結果と同様の結果を得ることは困難です。これらの
手法で、かつては数時間かかっていたものが、Multisizer4eで分析することで、今やわずか数秒で完了します。

二枚貝の育成繁殖におけるコールターカウンターでの計測の重要性

• 二枚貝の一種である淡水イガイの稚貝を、米国全土の川や河口域で生存できるような成熟年齢に達するまで養殖させます。

• 淡水イガイの生息水域における水質や飼料を評価モニタリングして淡水イガイのライフサイクル全体に適した条件かを
評価することができます。

• 淡水イガイの個体数には顕著な減少がみられました。

• イガイ類の貝はもともと、濾過食性二枚貝として、天然のフィルタとなるため、川や河口域の水質浄化のために
不可欠です。さらに、漁によって得られる食料源にもなります。

図 1
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Beckman CoulterおよびBeckman Coulterロゴは、Beckman Coulter, Inc.の商標です。
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顕微鏡法と比較したMultisizer 4eの利点

• サイズや個数を正確に測定します（特に数百個単位の場合よりも数千個単位を測定する場合）

• 分析スピード（サンプル調製時間など）が速く、測定結果は数時間かからずに 60秒で得られます

• より綿密かつ正確な分析から有効なコントロールパラメータが得られます。この結果をもとに、摂取する飼料のサイズ
を効率的にコントロールすることができ、それがイガイ養殖の生産量向上につながります

• 高性能のソフトウエアにより、ユーザは測定後の複数のパラメータを用いて結果を分析することができます

• サイズや個数を正確に測定し、時間を節約することを考慮すると、この種のデータは血球計を用いる顕微鏡法で
は再現することはできません

以下に、現在、二枚貝の育成繁殖研究の目的でMultisizerを使用している施設の一覧を示します。

• Genoa National Fish Hatchery - Multisizer 3

• バージニア州魚類水生野生生物センター（ハリソンレイク）（Virginia Fisheries and Aquatic Wildlife 
Center at Harrison Lake） - Multisizer 4e

• サンマルコス水生資源センター（San Marcos Aquatic Resource Center） - Multisizer 4e

• インクスダム国立魚孵化場（テキサス州バーネット）（Inks Dam National Hatchery, Burnet Texas） - 
Multisizer 4e

• ウバルデ国立魚類野生生物孵化場（テキサス州ウバルデ）（Uvalde National Fish & Wildlife Hatchery, 
Uvalde, Texas） - Multisizer 4e

• ノースカロライナ州立大学応用生態学部（North Carolina State University, Department of Applied 
Ecology） - Multisizer 4e

• ノースカロライナ大学ウィルミントン校、カキ増殖（University of North Carolina-Wilmington, Oyster 
Propagation） - Multisizer 4e

• サウスカロライナ州立孵化場、ソウギョ無菌（South Carolina State Hatchery, Grass Carp sterility） - 
Multisizer 4

• 米国魚類野生生物局（マサチューセッツ州サンダーランド）（U.S. Fish and Wildlife at Sunderland, 
Massachusetts） - Multisizer 4e
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